
（新潟市社会教育委員会議）レポート様式 

令和 ３ 年 ３ 月 ２９ 日 
 

「 しろねこ共育イベント  

      高校生とこれからのまなび×まちづくりを考える」の事例研究について 

氏名   岡   昌子  
 

１ 日   時  令和 ３ 年 ３月 １７日（水） １４：３０～ １７：００  
２ 会   場  白根学習館 ラスぺックホール 
３ 対   象  地域住民 
 
４ 運 営 団 体  新潟市南区産業振興課 白根地区公民館 
 
５ 活動の概要 
 第１部 まなび×まちづくりを見つめる ～白根高校の探求授業の実践より～ 
生徒が主体的に課題を設定し、情報の収集や整理・分析しまとめるなど能力の育成を目的と

し、地域との連携した取り組や、課題解決策などを考える。（テーマ 中ノ口川・特産の梨）  
 第２部 白根高校生による地域課題解決向けたアイデア発表会～コミニュティコーディネ

ーター養成講座より～ 
地域活動の若い担い手の育成を目的にした白根地区公民館 CC 講座を受講し、地域課題に向き 

合い解決方法を考えた実践発表（テーマ 南区民の健康意識を高める） 
 
６ 活動にみえる「次世代育成」 
 どちらの実践活動報告もこれからの社会を生きる・つくる力を育むために必要な学びを目

的としたものである。自分の住んでいる、通っている地域に関心を持ちより深く知ることで

見えてくる地域の良いところや課題に気付き、その課題に向き合い色々な人と関わりながら、

課題解決のアイデアを出し合う。そのアイデアが地域から認められ活動につながり、課題解

決の一助になれば、生徒にとっての嬉しい成功体験になり地域にとっては高校生の若い感性

が新たな課題解決の糸口にもなりうる。地域・学校・行政の協働によるこのような取り組み

は地域の次世代育成にはますます必要になる。 
 
 
７ 今後に向けて考える 
 令和４年度から新潟市のすべての小、中学校でコミュニティ・スクールが導入される。こ

れまで以上に、地域と学校が子どもたちの未来の創造にむけ、目標やビジョンを共有し、連

携・協働により推進されるものになる。今回の事例はこの延長線上にあり、小、中学校で培

われた地域との関わりによる育ちと、高校生という少し広い視野をもって地域を見つめ、何

らかの活動につなげるこれらの取り組みは「次世代育成」を考えるうえで、大きな役割を果

たすものになると思う。今後はこのような取り組みがそれぞれの高校の実状にあった形、方

法で広がっていくことを期待したい。 
 
                                       以上 
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（新潟市社会教育委員会議）レポート様式 

令和３年３月１９日 
 

しろねこ共育イベント「高校生とこれからのまなび×まちづくりを考える」の事例研究について 

 
氏名 田中 一昭  

 
１ 日   時  令和３年３月１７日（水）１４：３０～１７：００ 
２ 会   場  白根学習館ラスペックホール 
３ 対   象  どなたでも 
 
４ 運 営 団 体  南区産業振興課、白根地区公民館 
 
５ 活動の概要 
 学習指導要綱の改正により、令和 4 年度より高校生の「総合的な学習の時間」は、「総合的

な探求の時間」に変更される。これは生徒が主体的に課題を設定し、情報の収集や整理・分

析をしてまとめるといった能力の育成を目的としている。教科書を使わず、地域と連携した

取組や、地域の課題解決策などを考えていく授業である。 
 白根高校は、先進して区役所や公民館と連携し、様々な地域活動に取り組んできた。こう

した活動が、生徒自身の成長と地域を発信できる重要な人材育成につながっている。 
 
 
６ 活動にみえる「次世代育成」 
 活動により「自ら考えて行動できるようになった」「いろんな人と話してコミュニケーショ

ン能力が上がった」「アイデアを出すことが苦手じゃなくなった」など生徒自身が成長を実感

できている。 
 地域にとっては、地域を発信できる重要な人材を育成することができた。 
 高校生が入る多世代交流によって地域の課題や強みをより実感できるのではないでしょう

か。高校生は自信が成長を感じる。地域にとっては地域を発信してくれる重要な人材が確保

できる。ウィンウィンの関係なのも良い。 
 
 
７ 今後に向けて 
 今回、南区と角野さんの実践を聞かせていただき大変勉強になりました。素晴らしい取り

組みで感銘いたしました。有意義な時間をありがとうございました。 
 ひとつ気になったことを書かせて下さい。 
 とても良い取り組みなのですが、ＣＣ講座参加生徒が 12 名、白根高校全校生は 200 名、

参加率 6％は正直少ないと思います。多少強引でももっと参加生徒を増やすことを提案しま

す。（素晴らしい活動なので！ 
事情もよく知らずに生意気な事を書き申し訳ありません 
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（新潟市社会教育委員会議）レポート様式 

令和３年４月２７日 
 

「高校生とこれからの学び・まちづくりを考える」の事例研究について 

 
氏名 田中宏和  

 
１ 日   時  令和３年３月１７日（水）１４：３０  ～ １７：００  
２ 会   場  白根学習館 
３ 対   象  地域住民 
 
４ 運 営 団 体  南区産業振興課、白根地区公民館 
 
５ 活動の概要 
 ・コミュニティコーディネーター養成講座「白根高校生による地域課題解決に向けたアイ

ディア発表会」課題：南区民の健康に対する意識をもっと高めるにはどうしたらよいか。 
・１２名の白根高校生アイディア発表、３つのアイディアの提案理由が明確で内容が詳細 
にまとめられていた。また、小林地区で一つでも実践できるように取り組むようにする 
とのこと。 

・地域住民との交流などがスマホ講座のようにできると、高校生の意欲の向上に結びつく。 
 
 
６ 活動にみえる「次世代育成」 

・地域課題の解決に向けた取り組みが「次世代育成」となっている。 
・継続した地域連携で取り組むことで成果が期待できる。 

 ・南区の健康課題は南区たより５月号で公表されている内容であり、少なからず南区民は 
認識していると思われる。従って、この課題解決をテーマにすることで多くの世代が関 
わり結果的に「次世代育成」につながっていくのではないかと思う。 

 
 
 
 
７ 今後に向けて 
＜私見ではあるが＞ 
このような活動を展開する高校生のアイディア発表会をクローズアップする。 
名付けて「高校生アイディア甲子園～若い力で地域を活性化～」活動チームをネットワーク

で結び、アイディアを評価し、賞賛し合い、蓄積するとよいと思う。 
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